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指導者の沿海部視察 
 

田中  修 
 
はじめに 

 ここのところ、指導者の沿海部視察が相次いでいる。その内容を紹介するとともに、視

察の意図について考察したい。 
 
１．温家宝総理 

 7 月 4－6日、江蘇省・上海市を視察した。4－5日は無錫・蘇州のハイテク・紡績企業、
農村を調査し、5日午後には上海に入り埠頭・大橋の建設状況を視察した後、聯合利華・旅
行サービスセンター・上海光源実験室を見学した（新華網北京電 2008年 7月 6日）1。 
 視察の中で、温家宝総理は次のように言及している。 
（１）経済の状況 
 今年以来、我々は国際経済情勢の不利な要因と、深刻な自然災害がもたらした困難を克

服してきた。国民経済は、引き続きマクロ・コントロールの予期した方向に発展しており、

総体としての情勢は良好である。我々は、現在の経済社会発展に有利な条件・積極的要因

を十分に見て取り、各種活動への信念を確固たるものにしなければならない。また、直面

する困難を十分に推し量り重視して、各種の複雑な局面の試練に積極的に対応し、経済の

良好で速い発展を推進しなければならない。 
（２）当面の重点 
①経済発展方式を適切に転換し、構造調整を加速し、マクロ・コントロールの重点・テン

ポ・程度をしっかり把握して、経済の長期にわたる平穏でかなり速い発展を維持し、大

きな起伏の出現を回避しなければならない。 
②インフレ抑制をマクロ・コントロールにおいて際立って位置づけ、多方面から施策を行

い、末端の問題と根本問題を共に解決し、物価の上昇幅を経済社会の発展の受容可能な

範囲内に抑制するよう努めなければならない。 
③「三農」施策を適切に強化し、農業生産と農民の増収を促進しなければならない。 
 主食の穀物供給に対する省長の責任制を真剣に実施し、最も厳格な耕地保護制度を堅持

し、食糧安全を確保する。 
④あらゆる手段を尽くして就業を増加させ、経済社会の協調的な発展を促進しなければな

らない。 
 困難な大衆の就業、高等教育機関の卒業生の就業活動を重点的にしっかり行い、就業ゼ

ロ家庭の就職難の解決を助ける。 
⑤対外貿易の発展方式を速やかに転換し、輸出入の構造の改善に力を入れ、輸出製品の市

                                                  
1  視察には、国務院秘書長の馬凱が同行している。 



 2

場競争力を高め、対外開放水準を引き上げなければならない。 
（２）江蘇省について 
 江蘇省は経済大省であり、全国において重要な地位を占めている。新たな情勢下で発展

を実現するには、江蘇省は次の 2点をしっかり統一的に企画しなければならない。 
①地域の調和ある発展を統一的に企画する 
 蘇北地域の後発の優位性を十分に発揮し、特に蘇北沿海地域の総合開発を推進して、新

たなタイプの工業化と都市化が相互に影響し合いながら前進することを実現しなければな

らない。 
 蘇南地域は集約的発展の推進に力を入れ、自主的にイノベーションを行い、国際競争力

を更に高めなければならない。同時に産業のグレードを引き上げ、更に高層次において南

北の共同発展を実現する。 
②都市・農村の発展を統一的に企画する 
 現代農業・新農村建設と都市化との協調的な発展を推進しなければならない。都市と農

村の産業立地・インフラ建設・社会事業の発展を統一的に企画し、引き続き農村労働力の

移転を促進する。県域経済を大いに発展させ、都市の農村に対する照射・牽引作用を増強

し、新しいタイプの工農関係、都市・農村関係を早急に構築する。 
 江蘇省が、構造調整と発展方式の転換を通じて、高い出発点からイノベーションの優位

性を争い、新たな飛躍を実現し、経済社会の発展水準を全面的に引き上げることを希望す

る。 
（３）上海市について 
 上海の発展は、長江デルタさらには全国におけるリーダー・模範の役割を有する。上海

は、更に科学的発展観を貫徹し、総合的な優位性を十分に発揮し、国際金融センター・国

際運航センターの建設を重点とし、サービス業を大いに発展させなければならない。 
金融の発展を更に際立たせて戦略的に位置づけ、政策支援の体系を整備し、金融業の発

展支援を強化し、金融サービスの機能を向上させ、人材を育成・吸収し、金融発展の良好

な環境を全力で作り上げ、上海国際金融センターの建設を推進しなければならない。 
北東アジアの国際中枢港湾を建設するという目標については、現代的な運航サービスの

システムを大いに発展させ、運航サービス・資源集中センターの建設に力を入れ、上海国

際運航センターの建設を加速しなければならない。 
上海が大胆に模索し、イノベーションに取り組み、施策を実施し、高峰を目指して登り、

現代的な国際大都市の建設を加速することを希望する。 
 
２．習近平政治局常務委員 

 7 月 4－5 日、広東省を視察した2。視察先は、工場・農家・埠頭・コミュニティであり、

                                                  
2  視察には、国務院香港・マカオ弁公室の廖暉主任ほか、中央各部門から責任者が同行し
ている。 
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深圳・東莞において科学的発展観の貫徹実施、広東・香港・マカオの協力の一層の推進、

党建設の強化・改善等の問題を深く視察した（広州日報 2008年 7月 7日）。 
 視察の中で、習近平は次のようなコメントを残している。 
（１）広東省の発展について 
 30 年来、広東はわが国改革開放の前線陣地として、中国の特色ある社会主義の偉大な歴
史プロセスの中において、窓口・実験・先兵の役割を発揮してきた。広東は科学的発展観

を指針とし、全省の政治建設・経済建設・社会建設・文化建設を断固として全面的に前に

推し進めなければならない。 
 改革開放以来、広東の経済社会の発展は世の注目をあびる偉大な成果を勝ち取った。広

東において、生産力から生産関係に到るまで、経済の基礎から上部構造に到るまで、都市・

農村インフラ建設から人々の精神面に到るまで、意義が深遠で重大な変化が発生したこと

は、社会主義こそが中国を救うことができ、改革開放こそが中国・社会主義・マルクス主

義を発展させることができることを雄弁に証明している。 
（２）香港・マカオとの協力 
 広東は、独特な地理的優位性と香港・マカオの経済貿易と連係が緊密であるといった優

位性を十分に発揮し、「1国 2制度」の方針と香港・マカオ 2つの特別行政区基本法に基づ
き事務を処理することを堅持し、相互尊重・相互利益・互恵関係を堅持し、香港・マカオ

との協力を更に強化し、協力水準を引き上げ、広東・香港・マカオの協力の新たな局面を

切り開き、香港・マカオの長期にわたる繁栄・安定に新たなより大きい貢献をしなければ

ならない。 
重点を際立たせ、先に容易なところを手がけて次に困難な部分に進み、段階的に実施す

るという原則に基づき、広東・香港・マカオの協力実務に励まなければならない。当面、

広東・香港・マカオの協力推進の力点を、サービス業の方面に置かなければならない。 
（３）四川大地震への取組み 
 広東の行動は速い。全省で支援物資・義捐金は 56億元余りにのぼり、特別党費の納付額
も大きい。また、2つの対口支援地域の任務を受け入れた唯一の省である。このことは、広
東が大団結、大協力、一方で困難があれば八方から支援するという精神を十分に発揚して

いること、広東の各レベルの党組織が地震対策・被害救助で巨大な貢献を行っていること

を物語るものである。 
（４）党建設3 
 各レベルの党組織は、胡錦涛同志が地震対策・災害救助先進末端党建設・優秀共産党員

代表座談会で行った重要講話を深く学習・貫徹し、党の建設を更に強化し、思想解放にお

いて科学的発展・協調的発展・調和のとれた発展の理念を牢固に樹立し、科学的発展に影

響を与え制約する固定観念・体制的障害を断固として突破し、経済社会が科学的発展の軌

                                                  
3  習は今回の視察において、村における末端党組織の建設状況、企業における党支部の成
立・運営状況を細かく質問している。 
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道に沿って不断に新たな歩みを進めることを推進しなければならない。 
 
３．王岐山副総理 

 7月 3－5日、山東省煙台・威海 2市の一部の輸出企業・商業銀行を視察し、個別に対外
貿易と金融情勢座談会を開催した（新華網山東･威海電 2008年 7月 5日）。 
 視察の中で王は次のように指摘している。 
（１）企業の輸出状況・直面する困難について 
 王は、いくつかの企業の生産コスト・自主的なイノベーション・製品輸出の状況を聴取

した後、関係部門は管理・サービスにおいて、あらゆる手段を講じて企業の困難克服を支

援するよう要求した。また、ある企業が外貨決済で困難に直面していることを聞くと、す

ぐに随行している部門関係者に善処を指示している。 
さらに、ある企業が輸出製品の付加価値向上に努力している旨を聞くと非常に喜び、「質

は企業の根本である。製品の質と安全をしっかり把握してこそ、国際市場競争において勝

利を主動的に得ることができるのだ」とし、別の場面では「企業は有名ブランドを創造し、

核心的な競争優位性を打ち立てなければならない」と強調している。 
（２）金融の安定的・健全な発展 
 銀行は、市場とサービスの観念を適切に樹立し、金融商品とサービスのイノベーション

を不断に推進し、地方経済の発展、企業、都市・農村住民の需要に更に良いサービスを提

供しなければならない。 
 リスクの防止は、金融業の永遠のテーマである。マクロ経済情勢分析と市場リサーチを

強化し、出現する可能性のある各種リスクに密接に注意を払い、金融の安全・安定を維持

しなければならない。 
（３）山東省対外貿易座談会での発言 
 過去の粗放型対外貿易発展方式は継続し難く、構造・方式・質の上で眼前の困難を解決

し、企業の収益・競争力を向上させなければならない。困難なときほど、政府・企業は認

識を統一させ、有利な条件と発展の潜在力を見据え、困難に打ち勝つ信念を確固としたも

のにしなければならない。 
（４）山東省金融情勢座談会での発言 
 現在の内外の不利な要因が増大しているという新たな状況に対して、憂患意識を増強し、

引き続き穏健な財政政策と引き締め気味の金融政策を実行し、「区別して対応し、維持する

ものと抑制するものを区別する」方針をしっかり実施しなければならない。 
 銀行は、業務を更に深く詳細に行い、リスク防止と経済発展支援の関係、自身の収益向

上と社会に果たす責任の関係を正確に処理し、国民経済の良好で速い発展の促進に努めな

ければならない。 
 
４．李克強副総理 
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 7月 6－8日、浙江省温州・杭州等を訪れ、軽工業・紡績・電機・ハイテク企業の経済運
営状況を視察し、経済情勢座談会を開催した。視察の重点は、企業発展改革と内外市場環

境問題に置かれている（新華網杭州電 2008年 7月 8日）。 
 視察の中で、李は次のようにコメントしている。 
（１）経済情勢について 
 現在、わが国経済発展は基本面では良好であり、引き続きマクロ・コントロールが予期

する方向に発展している。わが国の物質的基礎は豊富であり、内外の市場は広大であり、

挽回の余地が大きく、我々には経済の平穏でかなり速い発展を維持する信念と能力がある

ことを見て取らなければならない。 
 同時に、内外情勢には少なからぬ新たな複雑要因が出現し、世界経済の鈍化と輸入型イ

ンフレがわが国にもたらすマイナス影響が徐々に顕在化していることを見て取らねばなら

ず、各種の試練に積極的に対応し、対外開放と国内発展の主動権をしっかり掌握しなけれ

ばならない。 
（２）改革開放について 
 わが国の経済発展はカギとなる時期にあり、経済と体制の転換を併せ進めることは、改

革開放の深化に新たな要求を提起している。現代化建設の道を引き続き前進するに際して

は、発展という方法により問題を解決し、改革という措置により矛盾を取り除き、開放と

いう考え方により試練に対応しなければならない。 
 社会主義市場経済という改革の方向を堅持し、時機を失せず重点分野とカギとなる部分

の改革を推進し、企業メカニズムを整備し、市場システムを健全化し、物価の上昇幅を経

済社会の発展が受容可能な範囲内に抑制しなければならない。 
 対外貿易方式の転換を加速し、輸出入構造の改善に力を入れ、引き続き世界の先進的生

産要素を導入し、企業が経営を国際的に展開することを奨励し、開放型経済の水準を全面

的に引き上げなければならない。 
（３）企業について 
 企業は発展活力の源泉である。現状において、試練をチャンスに変え、圧力を動力に変

えて、技術・管理のイノベーションを推進し、自主ブランドを育成し、核心の競争力を増

強し、企業を向上・強大化し、不断に新たな優位性を勝ち取らなければならない。 
 東部沿海地域は引き続き模範・牽引作用を発揮し、発展方式の転換を加速し、発展モデ

ルを創造・革新し、産業構造の改善・グレードアップを推進し、経済全体の質を高め、新

たな道へと進み新たな飛躍を実現するよう努めなければならない。 
 わが国の労働力資源の優位性を引き続き発揮し、労働集約型産業と技術集約型産業の発

展を組み合わせ、更に多くの就業機会を創造し、一部の企業が中西部地域に移転すること

を奨励し、新たな発展の余地を切り開かなければならない。 
（４）民生について 
 我々の発展の最終目的は、人民の生活改善である。人間本位・人民へのサービスを堅持



 6

し、強い決意で更に力を入れ、教育・衛生・社会保障・住宅・環境等の重点民生問題をし

っかり解決しなければならない。 
（５）経済情勢座談会での発言 
 （最近の国際市場の変化がかなり大きく、一部の企業の生産経営面が少なからぬ新たな

問題に直面している旨を聴取し）企業は市場の主体であり、ミクロはマクロの基礎である。

情勢の動きをよく観察し、入念に指導し、マクロ・コントロールの重点・テンポ・程度を

把握し、マクロ・コントロールの予見性・柔軟性を増強しなければならない。 
 各レベルの政府はサービス意識を更に強化し、実務を遂行し難題を解決して、企業の発

展のために良好な環境を創造しなければならない。 
 
５．陳徳銘商務部長 

 7月の第 1週に、浙江省温州・台州において地方政府・業種協会・輸出企業への大規模な
視察を行ない、個別に情勢座談会を開催した（北京晨報 2008年 7月 7日）。 
 同紙によれば、この視察の直前、台州の企業 7 社が異常な倒産を行い、経営者が出奔す
るという事件が発生しており、浙江省の輸出企業が生存困難となっている状況が明らかに

なっていたのである。 
 今回の視察において陳商務部長は、次のようにコメントしている。 
 「今年に入って中国のビジネス運営の情勢は、総体としてはかなり良好な態勢を維持し

ていると思う。しかし、現在国際経済環境の不確定要因が明らかに増大しており、世界経

済の成長は鈍化し、石油等エネルギー産品と穀物価格が引き続き上昇しており、世界的な

インフレを誘発しており、国内のマクロ・コントロールとビジネスの発展は難度を増して

いる。 
 製造企業は、不断に外貨を稼ぐとともにその運用に努め、海外投資を展開し、浙江企業

が再び全国に対し新たな経験を創造するよう奨励すべきである」 
 なお、この大規模な視察に対し一部の企業は、政府が何らかの救済策を打ち出す先触れ

ではないかと憶測している。ある企業家は、「紡績を例にとると、2005年以降政府は奨励策
を少ししか打ち出していない。しかもマクロ政策が打ち出され、省エネ・汚染物質排出削

減・新労働契約法が次々と実施されたため、企業のコストが増加している。2008年に入る
と、新たに急激な産業転換が始まると同時にコストの優位性が次第に失われ、多くの製造

業が死の縁に追いやられている。政府は輸出税等の政策調整を通じて、輸出企業の圧力を

減ずる可能性がある」と期待を寄せている。 
 
６．視察の意図 

 このような指導部の相次ぐ視察につき、新聞晨報 2008年 7月 14日は、関係者の指摘と
して「この集中視察は、6月 13日の中央・省市・関係部門責任者会議の後における、中央・
国務院・各部門の最初の集団的大行動である。しかも、中央の政策決定層がこのようなハ
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イレベルで、集中的に経済分野を視察するというのは、建国以来極めて尋常ならざる動き

である」とする。 
 同紙によれば、一連の視察報道で指導者は「困難」という言葉を 16 回使用しているが、
何が困難かは 17日に公表される上半期経済統計で明らかになるであろうとする。ただ、こ
れまで公表された統計からも、困難の中身は①高い石油価格に代表される輸入型インフレ

の圧力が依然大きい、②中小企業の生存が困難になっている、③輸出企業の利潤が低下し

ている、④貿易黒字が減少している、といったことではないかと想像している。 
 また、指導者が困難を強調し、マクロ・コントロールの柔軟性を述べたことで、経済界

では、マクロ・コントロールが十字路に到達し、引締め気味のコントロール政策が下半期

に緩和される可能性があるという憶測が飛び交っている。 
 しかしこれに対し復旦大学経済学院の孫立堅副院長は、「引き締め気味のマクロ政策は一

刀両断に変更することはできない。輸入型インフレ・ホットマネーの流入という状況は未

だ緩和されていない。インフレの抑制が第一であり、直ちにコントロールを緩めれば、ベ

トナムが遭遇した危機に遠からず直面する可能性があることを、政府もはっきり認識して

いる。ただし、政府は財政政策・貸出構造といった構造的調整を行い、一部の企業に税制・

融資面で支援を行う可能性はある」と指摘している。 
 
 今回の視察につき、筆者は次の点に着目している。 
（１）引締め気味の金融政策への言及 
 6月 13日の責任者会議では言及されなかったが、王岐山副総理が視察の際に再度言及し
ている。これは、党中央・政府のコンセンサスの下での発言であり、当面金融政策に基本

的な変更がないことを確認したものである。 
 ただ、区別して対応することを強調しているのは、貸出総量規制を強化した結果、中小

企業・私営企業が融資難に陥っていることに配慮し、銀行に善処を促したものと思われる。 
（２）輸出企業の困難 
 今回指導者はハイテク企業以外に、紡績など付加価値の低い輸出企業も視察している。

人民元レート切上げの加速と新たな労働契約法の施行等により、経営が深刻化しているの

であろう。今後、輸出に対する税還付率の見直しが行われる可能性もある。 
（３）対口支援の強調 
 習近平は、広東省が四川大地震の復興において広東省が 2 つの対口支援を引き受けたこ
とを高く評価している4。広東省党委の汪洋書記は共青団系であり、胡錦涛指導部の方針を

率先垂範する立場にあったのだろう。このことから、今回の視察の目的の１つが、四川省

等への対口支援を沿海部に徹底させることにあったと想像される。 
（４）地域と指導者の組合せ 
 従来であれば、指導者は自分の政治的影響力の強い地を視察することが多かった。これ

                                                  
4  ただし、1つの支援は広東省、もう1つは主として深圳市が担当することになっている。 
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からすれば、習近平は浙江省・上海市の担当になるはずであるが、彼は勤務経験のない広

東省を担当し、浙江省は李克強、上海市は温家宝というように、意図的に地域とのつなが

りが深くない指導者が割り当てられている。 
 これは、地域に縁のある指導者を割り当てると、厳しい視察のはずが、中央で栄達した

政治家の「お国入り」のようになってしまい、中央の方針の徹底という本来の目的が希薄

になってしまうことが懸念されたのではなかろうか。それだけ、今回の視察は、中央の引

締め政策に不満をもつ沿海部に対し、中央の政策を徹底させるという強い決意がこめられ

ているように思われる。 
（５）党 3中全会の準備 
 視察では、改革開放が強調されている。今年は改革開放 30周年であり、オリンピック行
事の終了後は、これが次の政治的キャンペーンとなる。しかし、改革開放政策は保守派・

新左派の厳しい批判に晒されており、これまでの路線を単純に延長すればよいという状況

にはない。おそらく秋の党 3 中全会において、指導部は改革開放の継続を訴えながらも、
何らかの新機軸を打ち出さざるを得ないであろう。それはこれまでの「先富」から「共同

富裕」への本格移行ということであろうが、これは先富政策で利益を得た沿海部に何らか

の負担を強いることになる5。このため、沿海部への根回しが必要となったのであろう。 
（６）不安感の除去 
 まもなく 1－6月期の経済統計が公表されるが、指導部は当然この大体の中身を把握した
うえで視察をしているはずである。おそらくその内容は、経済の先行きに不安を与えるも

のなのであろう。このため、指導部としては経済発展地域に蔓延しつつある漠然とした不

安感を、できるだけ払拭する必要があったものと思われる。 
（７）王岐山の存在感 
 陳徳銘商務部長の視察は、最高指導部の視察を受けての実務的なものであるが、王岐山

副総理の視察報道は、温家宝・習近平・李克強と同格に扱われている。経済が困難に陥る

なかで、指導部内における王岐山の重要度が増している証左であろう。 
（８）呉邦国の動き 
 指導者が続々と沿海部に向うなかで、呉邦国全人代常務委員長は全く異質の動きをして

いる。彼は、7月 7－10日、内蒙古自治区を視察しているのである。むしろ、これはオリン
ピックを控えた少数民族対策の一環なのではないかと思われる。 

（7月 15日記） 

                                                  
5  沿海部に対する四川大地震復興への対口支援要請は、地震に名を借りた「共同富裕」実
現への前哨戦という意味もあったのではないかと思われる。 


